




要旨:愛知県下全般にわたる 9ヵ所の児童相談所に聞き込み調査を行い、県下の 3歳未満の

障害児の実態と問題点について検討を加えた。在宅の比率が高く、指導に際し小児科医の

積極的参加の必要性と保健婦との密な連絡の必要性が特に強く指摘された。 


